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羅
針
盤
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析

「
羅
針
盤
」
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析

は
、
顧
客
一
人
一
人
を
「
Ｒ

（
最
新
購
買
日
）
＝
い
つ
買
っ

た
か
」
「
Ｆ
（
累
計
購
買
回

数
）
＝
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で

買
っ
て
い
る
か
」
「
Ｍ
（
累
計

購
買
金
額
）
＝
い
く
ら
買
っ
て

く
れ
て
い
る
か
」
の
三
つ
の
観

点
か
ら
指
標
化
す
る
。

こ
の
各
指
標
の
数
値
に
「
羅

針
盤
」
独
自
に
重
み
付
け
し
た

上
で
合
算
し
て
、
一
人
一
人
の

顧
客
に
つ
い
て
数
学
的
数
値
の

５
段
階
評
価
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
・
Ｅ
）
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成

す
る
。

例
え
ば
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
結
果

の
指
標
数
値
で
「
Ｒ
」
が
５
、

「
Ｆ
」
が
５
、
「
Ｍ
」
が
５
の

顧
客
の
数
値
は
「
５
５
５
」
と

な
り
、
最
近
、
何
度
も
、
た
く

さ
ん
買
っ
て
く
れ
て
い
る
「
Ａ

ラ
ン
ク
」
の
顧
客
、
す
な
わ
ち

「
最
優
良
顧
客
」
と
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

反
対
に
数
値
が
「
１
１
１
」

の
顧
客
は
、
ほ
と
ん
ど
期
待
薄

が
薄
く
、
「
顧
客
」
と
い
え
る

か
、
ど
う
か
も
含
め
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
ン

ク
上
で
は
そ
う
な
る
が
、
そ
こ

に
あ
る
項
目
の
分
析
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
、
「
羅
針
盤
」
の

Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
で
し
か
得
ら
れ
な

い
顧
客
の
特
性
が
見
え
て
く

る
。各

指
標
の
重
要
性
や
意
味
合

い
は
、
業
種
や
業
態
、
取
扱
商

品
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
指

標
数
値
へ
の
ウ
エ
イ
ト
の
付
け

方
自
体
が
、
販
売
店
独
自
の
企

業
ノ
ウ
ハ
ウ
と
な
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
三
つ
の
指

標
す
べ
て
で
は
な
く
、
二
つ
の

組
み
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
Ｒ
指

標
の
み
を
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

ム
ダ
撃
ち
Ｄ
Ｍ
減
ら
す

こ
こ
で
、
自
店
の
最
良
顧
客

を
見
極
め
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
生
か
す
た
め
に
Ｒ

（
最
新
購
買
日
）
、
Ｆ
（
累
計

購
買
回
数
）
、
Ｍ
（
累
計
購
買

金
額
）
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

「
Ｍ
」
も
「
Ｆ
」
も
企
業
の

営
業
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
大

き
く
な
る
の
で
、
業
種
業
態
を

考
え
な
が
ら
期
間
を
定
め
て
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
「
Ｍ
」
の
ラ
ン
ク
が
高

い
と
い
う
こ
と
は
、
潜
在
的
に

購
買
力
が
高
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
「
Ｍ
」
の
顧
客
が
多
い

こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
顧
客
の

「
Ｆ
」
や
「
Ｒ
」
が
上
が
れ

ば
、
企
業
収
益
に
貢
献
す
る
こ

と
に
な
る
。

一
般
に
「
Ｍ
」
（
マ
ネ
タ
リ

ー
、
期
間
内
累
計
購
買
金
額
）

の
ラ
ン
ク
の
高
い
顧
客
が
、
よ

り
上
得
意
客
と
さ
れ
る
。
「
た

く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る
お
客
」

は
「
い
い
お
客
」
に
は
違
い
な

い
が
、
「
Ｍ
」
の
ラ
ン
ク
だ
け

で
は
判
断
を
間
違
う
こ
と
が
往

々
に
し
て
あ
る
。
「
羅
針
盤
」

は
「
Ｒ
」
「
Ｆ
」
「
Ｍ
」
の

「
期
間
」
「
回
数
」
「
金
額
」

の
情
報
デ
ー
タ
を
分
析
目
標
指

標
数
値
と
し
て
、
各
ラ
ン
ク
に

定
め
て
、
５
段
階
に
選
択
を
分

類
で
き
る
。

た
だ
し
、
各
ラ
ン
ク
の
範
囲

を
ど
の
よ
う
に
選
択
・
決
定
す

る
か
に
よ
っ
て
、
分
析
の
結
果

は
大
き
く
変
わ
る
の
で
、
十
分

検
討
し
て
選
択
・
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
Ｒ

の
ラ
ン
ク
が
５
」
「
Ｆ
の
ラ
ン

ク
が
５
」
「
Ｍ
の
ラ
ン
ク
が

５
」
と
い
う
場
合
、
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ

が
５
５
５
」
と
表
現
す
る
。

中
間
の
顧
客
が
肝
心

一
般
的
に
は
Ｒ
Ｆ
Ｍ
が
「
５

５
５
」
の
顧
客
が
「
最
良
の
顧

客
」
、
「
１
１
１
」
が
あ
ま
り

良
い
顧
客
で
は
な
い
こ
と
に
な

る
が
、
肝
心
な
の
は
そ
の
中
間

の
顧
客
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多

く
が
中
間
の
顧
客
で
あ
る
。

例
え
ば
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
が
５
１

１
」
の
顧
客
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。
「
Ｒ
」
が
「
５
」
と

い
う
こ
と
は
、
ご
く
最
近
、
買

っ
て
く
れ
て
い
る
が
、
「
Ｆ
」

と
「
Ｍ
」
は
極
め
て
低
い
の

で
、
購
買
頻
度
は
低
く
、
購
買

金
額
も
少
な
い
顧
客
だ
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
「
Ｆ
」
と｢

Ｍ｣

が
上
が
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
る
と
、
頻
繁
に
買
っ

て

く

れ

る

け

ど
、
購
買
力
が

低
い
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ

が
５
５
１
」
の

顧
客
よ
り
将
来

性
を
秘
め
て
い

る
。ま

た
「
Ｒ
Ｆ

Ｍ
が
１
５
５
」

と

い

う

顧

客

は
、
購
買
頻
度

も
、
購
買
金
額

も
高
い
が
、
最

近
め
っ
き
り
購

入
し
て
く
れ
て

い
な
い
こ
と
か

ら
、
競
合
他
社

に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

大
半
の
顧
客
は
、
こ
う
し
た

中
間
の
顧
客
に
分
類
さ
れ
る
。

そ
の
数
値
を
見
て
い
く
こ
と

で
、
将
来
貢
献
し
て
く
れ
る
顧

客
か
、
そ
う
で
な
い
顧
客
か
を

あ
る
程
度
判
断
で
き
る
。

最
新
購
入
日
ゴ
累
計
回
数
と
金
額

三
つ
の
観
点
で
指
標
化

ＲＦＭ分析の結果、ランクが自動転記される「羅針盤」の顧客マスター画面
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そ
し
て
一
番
肝
心
な
の
は
、

良
い
顧
客
に
な
る
可
能
性
の
高

い
顧
客
を
見
つ
け
、
「
５
５

５
」
に
近
づ
け
る
こ
と
で
あ

り
、
企
業
収
益
に
貢
献
し
て
く

れ
る
見
込
み
の
あ
る
顧
客
か
、

ど
う
か
を
見
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
（
表
２
参
照
）
。

継
続
的
に
買
っ
て
く
れ
て
い
る

本
当
の
固
定
客
が
見
え
て
く
る

販
促
活
動
失
敗
例

Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
と
は
、
優
良
顧

客
を
見
極
め
る
分
析
手
法
。
購

入
客
の
最
新
購
買
日
、
購
買
頻

度
、
累
計
購
買
金
額
か
ら
顧
客

の
購
買
行
動
を
分
析
す
る
。
販

促
効
果
を
高
め
る
上
で
、
最
も

基
本
的
な
手
法
と
い
え
る
。
そ

の
分
析
が
で
き
て
い
な
い
と
、

販
促
は
効
果
が
得
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
あ
る
販
売
店
が
売

り
出
し
の
た
め
、
過
去
２
年
分

の
顧
客
の
購
買
履
歴
を
分
析

し
、
累
計
購
買
金
額
が
多
い
順

に
、
上
位
20
％
の
顧
客
を
対
象

に
絞
っ
て
送
っ
た
と
す
る
。
結

果
は
、
期
待
に
反
し
て
ほ
と
ん

ど
効
果
が
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
失
敗
は
、
な
ぜ
起

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
原
因
は
購

買
金
額
だ
け
に
目
が
行
き
、
い

つ
買
っ
た
か
と
い
う
点
を
見
逃

し
て
い
た
こ
と
。

Ｄ
Ｍ
を
送
っ
た
顧
客
の
中
に

は
、
こ
こ
１
年

以
上
、
買
い
物

し
て
い
な
い
人

が
多
か
っ
た
の

だ
。で

は
、
ど
う

す
れ
ば
効
率
の

い
い
販
売
促
進
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
そ
の
問
い
に
答
え
る
の

が
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
だ
。

隠
れ
た
顧
客
を
引
出
す

家
電
小
売
業
の
世
界
で
、

「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
」
と
い
う
言
葉
は
珍

し
い
も
の
で
は
な
い
。
Ｒ
Ｆ
Ｍ

分
析
は
、
誰
が
一
番
最
近
買
い

物
に
来
た
顧
客
か
、
頻
繁
に
来

店
す
る
顧
客
は
誰
か
、
一
番
金

を
使
っ
て
く
れ
て
い
る
顧
客
は

誰
か
、
と
い
う
三
つ
の
側
面
か

ら
、
自
店
に
と
っ
て
の
優
良
顧

客
は
誰
か
を
見
極
め
る
分
析
手

法
だ
。

「
Ｒ
」
は
リ
セ
ン
シ
ー
「
顧

客
の
最
新
購
買
日
」
。
「
Ｆ
」

は
フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
、
あ
る

期
間
の
「
購
買
頻
度
」
を
示

す
。
「
Ｍ
」
は
マ
ネ
タ
リ
ー
。

期
間
内
の
「
累
計
購
入
金
額
」

情
報
で
、
こ
の
３
種
類
の
顧
客

情
報
デ
ー
タ
を
基
本
に
、
分
析

結
果
の
数
値
の
高
低
で
、
顧
客

を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
高
い
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

（
自
店
に
高
い
収
益
の
貢
献

度
）
を
持
っ
て
い
る
顧
客
や
離

反
客
を
識
別
す
る
。

Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
を
行
う
に
は
、

誰
が
い
つ
、
何
を
、
い
く
ら
で

買
っ
た
か
、
と
い
う
顧
客
デ
ー

タ
が
蓄
積
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
し
た
顧

客
の
購
買
履
歴
を
、
最
新
購
買

日
、
購
買
頻
度
、
累
計
購
買
金

額
と
い
う
切
り
口
で
分
析
す

る
。三

つ
の
切
り
口
で
分
析
す
る

の
は
、
ど
れ
か
一
つ
の
切
り
口

だ
け
で
分
析
す
る
と
、
判
断
を

誤
る
可
能
性
が
高
く
な
る
か
ら

だ
。
前
述
の
失
敗
例
の
よ
う

に
、
累
計
購
買
金
額
が
高
い
顧

客
で
も
、
長
い
間
、
買
っ
て
い

な
い
顧
客
は
既
に
離
反
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
た
ま
た
ま
特
売
の
時

に
や
っ
て
来
て
、
ま
と
め
て
大

き
な
買
い
物
を
し
た
だ
け
の
顧

客
は
、
そ
の
店
に
そ
れ
ほ
ど
高

い
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
持
っ
て
い

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
Ｒ
Ｆ
Ｍ

分
析
な
ら
、
継
続
的
に
買
っ
て

く
れ
て
い
る
常
連
客
を
導
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

優
良
顧
客
を
的
確
に
見
極
め

て
、
集
中
的
に
手
厚
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
的
確
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ

ば
、
販
促
費
や
販
売
員
と
い
っ

た
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
で

き
、
利
益
率
を
改
善
し
て
高
効

率
経
営
が
で
き
る
。

電
器
店
経
営
ソ
フ
ト
に
お
い

て
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
を
表
示
す
こ
と
と

Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
別
。
Ｒ
Ｆ
Ｍ
の
表
示
を

す
る
、
つ
ま
り
購
買
頻
度
や
購

買
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
を
出
す
こ

と

が

で

き

て

も
、
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
基
に

分
析
が
で
き
る

ソ
フ
ト
と
な
る

と
数
少
な
い
。

「
羅
針
盤
」
に

は
そ
れ
が
で
き
る
の
で
、
本
来

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
可
能
と
な
る
。

こ
う
し
て
「
Ｒ
」
「
Ｆ
」

「
Ｍ
」
の
ラ
ン
ク
設
定
が
で
き

る
と
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
値
は
「
５
５

５
」
か
ら
「
１
１
１
」
ま
で
、

実
に
１
２
５
通
り
に
分
類
さ
れ

る
。
例
え
ば
「
ご
く
最
近
（
90

日
以
内
）
、
初
め
て
来
て
く
れ

て
、
電
球
か
何
か
、
安
い
商
品

を
買
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
顧

客
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
結
果
が

「
５
１
１
」
と
な
る
。
し
か

し
、
１
２
５
通
り
の
ま
ま
で

は
、
あ
ま
り
に
も
細
か
す
ぎ
る

の
で
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

「
Ａ
」
か
ら
「
Ｅ
」
ま
で
の
五

つ
の
ラ
ン
ク
に
分
類
す
る
。
こ

れ
が
「
ラ
ン
ク
設
定
」
だ
。

ユ
ー
ザ
ー
の
考
え
次
第

ラ
ン
ク
設
定
は
「
Ｍ
＝
マ
ネ

タ
リ
ー
（
購
買
金
額
）
」
、

「
Ｒ
＝
リ
セ
ン
シ
ー
（
最
新
購

買
日
）
」
、
「
Ｆ
＝
フ
リ
ー
ク

エ
ン
シ
ー
（
購
買
頻
度
）
」
の

ど
れ
を
中
心
に
見
る
か
は
、

「
羅
針
盤
」
ユ
ー
ザ
ー
の
考
え

方
が
次
第
。
ユ
ー
ザ
ー
の
考
え

方
で
Ｒ
Ｆ
Ｍ
を
入
れ
、
ラ
ン
ク

を
出
す
。

Ｒ
、
Ｆ
、
Ｍ
を
重
視
す
る
順

序
を
ユ
ー
ザ
ー
が
設
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
１
２
５
通
り
の

ラ
ン
ク
が
赤
、
青
、
黄
な
ど
５

色
の
カ
ラ
ー
で
見
や
す
く
色
分

け
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
最
新
購

買
日
が
中
心
で
あ
れ
ば
、
３
ケ

タ
の
最
初
が
５
の
ケ
ー
ス
は
す

べ
て
赤
く
な
る
。

「
羅
針
盤
」
は
情
報
を
画
面

で
一
度
に
確
認
で
き
る
「
一
見

性
」
が
特
徴
だ
が
、
こ
の
「
ラ

ン
ク
設
定
」
も
１
２
５
通
り
が

一
見
で
き
る
。

Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
の
一
覧
表
に
追

加
す
る
項
目
は
「
部
門
」
か
ら

「
職
業
」
ま
で

14
項
目
あ
り
、

さ
ら
に
、
レ
ジ

売
り
や
季
節
売

上
げ
な
ど
、
特

定
の
顧
客
は
、

そ
の
顧
客
番
号

を
入
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
集

計
か
ら
除
外
す

る
こ
と
が
で
き

る
。こ

う
し
た
分

析
結
果
は
、
地

区
別
や
担
当
者

別
に
円
グ
ラ
フ

で
分
布
を
表
示

で
き
る
の
で
、

商

圏

内

で

の

「
良
い
客
づ
く

り
」
を
戦
略
的

に
行
う
場
合
、

作
戦
を
立
て
る

の
に
便
利
だ
。

ま
た
、
担
当
者

別
に
も
「
良
い

客
づ
く
り
」
を

進
め
る
重
要
さ

が

見

え

て

く

る
。さ

ら
に
「
羅

針
盤
」
は
、
季

節
や
月
ご
と
に

ラ
ン
ク
別
の
顧

客
数
の
推
移
を

グ
ラ
フ
に
し
て
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

顧
客
台
帳
に
一
括
転
記

現
実
の
顧
客
管
理
に
お
い

て
、
ラ
ン
ク
の
見
直
し
作
業
は

大
変
な
労
力
を
必
要
と
す
る
。

顧
客
の
数
が
多
け
れ
ば
、
多
い

ほ
ど
む
ず
か
し
い
。
「
羅
針

盤
」
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
に
よ
っ

て
数
値
化
さ
れ
た
分
析
ラ
ン
キ

ン
グ
を
基
本
に
「
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
」
の
５
段
階
に
分

け
た
顧
客
ラ
ン
ク
を
「
顧
客
マ

ス
タ
ー
」
に
自
動
的
に
一
括
転

記
し
て
く
れ
る
。

し
か
も
、
ラ
ン
ク
表
示
の
欄

は
「
前
」
「
現
」
「
フ
リ
ー
」

の
三
つ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
５
３
４
」
と
か
、
「
３
４

４
」
な
ど
Ｒ
、
Ｆ
、
Ｍ
の
数
値

が
並
び
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
値
」
を

表
示
す
る
。

こ
の
「
前
」
「
現
」
「
フ
リ

ー
」
三
つ
の
表
示
は
「
前
＝
前

期
、
前
回
の
顧
客
ラ
ン
ク
」

「
現
＝
今
期
、
現
況
の
顧
客
ラ

ン
ク
」
「
フ
リ
ー
＝
常
時
今
の

顧
客
ラ
ン
ク
」
を
示
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
顧
客
ラ

ン
ク
状
況
が
表
示
さ
れ
る
。

「
攻
め
に
強
く
守
り
に
堅
い

経
営
」
が
求
め
ら
れ
る
09
年
。

顧
客
と
販
売
店
の
関
係
は
、
顧

客
を
「
水
」
と
例
え
れ
ば
店
舗

は
「
船
」
、
経
営
者
は
「
船

長
」
。
船
長
に
は
信
頼
で
き
る

羅
針
盤
が
欠
か
せ
な
い
。

「
良
い
客
づ
く
り
」
に
つ
な

が
る
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
を
、
様
々
な

角
度
か
ら
行
い
、
そ
の
結
果
を

ラ
ン
ク
に
分
類
し
、
顧
客
台
帳

に
自
動
転
記
し
て
く
れ
る
機
能

を
持
つ
「
羅
針
盤
」
が
、
そ
の

威
力
を
発
揮
し
そ
う
。

一生涯の関係を続ける「生涯顧客」づくりが基本とされる地域電器店経営において、商売繁盛は

良い客づくりから。勘に頼ったやり方ではなく、顧客情報データを効率的かつ的確に分析する手法

が欠かせない。それが顧客データを基にしたＲＦＭ分析。全国の電器店で愛用されている電器店経

営情報総合管理システム「羅針盤」（開発・発売元＝メディア ネットワーク ジャパン、東京都北

区赤羽台３｜１｜19、澤田国治社長）を参考に、ＲＦＭ分析の手法とその効果をみる。

顧
客
別
に
ラ
ン
ク
と
Ｒ
Ｆ
Ｍ
値
が
一
覧
で
き
る
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